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概 要 

   

 城際遺跡は厚木市の南東部の岡田にあります。東名高速

道路改築に伴い調査が行われました。 

  小田急小田原線本厚木駅の南南東約 1.8㎞の相模川中

流の右岸に形成された沖積微高地上です。調査を行った場

所は、東名高速道路の北側と南側です。調査区は道路部分

であるため総延長は 260ｍになります。 

  近世の遺構は調査区全域の上層で確認された土坑群が

あります。これらは宝永火山灰を棄てた土坑で、その配置に

一定の規則性があることから、当時の土地の利用の仕方を

知ることが出来ます。 

 中世の特色は、大溝に区画された集落です。遺構の中心

は掘立柱建物の柱穴と溝状遺構です。何度も建て替えられ

たと考えられる掘立柱建物が発見されています。掘立柱建

物は建て替えを除いて６棟以上が発見されています。東名

高速道路の南側で発見された南北方向の大溝は前回調査

された溝に続いています。出土した遺物は豊富で銭、かわら

け、 漆 椀
うるしわん

、下駄
げた

、曲
ま
げ 物
もの

などがあります。この溝に直

行するようにもう２条の溝が発見されました。この溝の南側

から建物の柱址のピットが発見されています。これらのピット

から柱、礎板が多く出土しました。 

 その他に調査区西側では稲作が行われていたと考えられ

る、平安時代の畝状遺構も見つかっています。 

 古墳時代では溝状遺構が１条発見されています。 

 現在、整理作業が行われています。 

   

 

 

▲くさび状鉄製品（溝出土） 

 

▲炭化した米・粟（溝出土） 

 

▲石鉢（井戸出土） 
 

 


